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研究シーズ社会実装、
ベンチャー活動促進のための
サポートメニュー説明会

令和４年６月７日

株式会社中国銀行
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１．岡山イノベーションプロジェクト

２．晴れ！フレ！岡山

３．ちゅうぎんインフィニティファンド

４．地域商社 株式会社せとのわ

本日の説明項目
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１．岡山イノベーションプロジェクト

2



Copyright © 2021 The Chugoku bank, Ltd. All Rights Reserved.

創業支援の全体像

3



Copyright © 2021 The Chugoku bank, Ltd. All Rights Reserved.

岡山イノベーションプロジェクト（OIP）とは？
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　 岡山・備後地域にイノベーション旋風を起こします！
　革新的なビジネスに挑戦する人材を発掘・育成支援し、起業支援や県内外に広く周知することで

　岡山イノベーションプロジェクト（ＯＩＰ）とは？

３つの柱で事業形成

岡山・備後の地から起業・新事業創出を支援する組織、仕組みを官民一体となり、体系的に整備。
　　オール岡山で取り組むことで、岡山の産業を発展させ地方創生を実現することを目的とします。

岡山イノベーションスクール（OIS) 岡山イノベーションコンテスト（OIC) サイエンスキャッスル

革新的なアントレプレナーを発掘・育成する
ための、ビジネス理論・知識・経営者としての
考え方や情熱・心構えを習得させる無料
支援スクール

自立する地域づくりのため、革新的なビジネス
に挑戦するアントレプレナーや起業家精神を
持った人材を発掘し表彰

身近な不思議や解決すべき社会課題を
テーマに、研究を通して社会で活躍する
未来リーダーを発掘します
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岡山イノベーションスクール （OIS）
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目 的 ： 起業に必要なビジネス理論や経営知識、起業家精神を習得
座学編 ： 経営、財務、人材育成、販路開拓等の経営知識を習得（全５回）
対話編 ： 著名企業の経営者と「経営の本質」について討議し、

経営者としての覚悟を高める（全４回）

岡山イノベーションスクールの受講風景 岡山イノベーションスクール特集記事
（４月２９日 山陽新聞 朝刊）
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日程 講義名 講師

１ ３月１８日（金） 座学編 Day０
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

２ ３月２５日（金） 対話編① キックオフ
Ｚホールディングス（株）

Zアカデミア学長
伊藤 羊一 氏

３ ４月８日（金） 座学編①
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

４ ４月２２日（金） 座学編②
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

５ ５月１３日（金） 座学編③
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

６ ５月２０日（金） メンタリングDay① -

７ ５月２７日（金） 対話編② （株）ルカコ
代表取締役 仙田 忍 氏

８ ６月３日（金） メンタリングDay② -

９ ６月１０日（金） 座学編④
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

岡山イノベーションスクール2022の実施内容
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日程 講義名 講師

１０ ６月１７日（金） メンタリングDay③ -

１１ ６月２４日（金） 座学編⑤
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

１２ ７月 ８日（金） 対話編③
株式会社Table a Cloth

代表取締役
岡田 奈穂子 氏

１３ ７月１５日（金） メンタリングDay④ -

１４ ７月２２日（金） 対話編④
株式会社coco
代表取締役

高橋 俊介 氏

１５ ８月５日（金） 成果発表会
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

１６ ８月１２日（金） メンタリングDay⑤

１７ １２月２日（金） 修了式
プロトスター（株）
代表取締役CEO
前川 英麿 氏

岡山イノベーションスクール2022の実施内容
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目 的 ：革新的なビジネスに挑戦する学生や社会人や創業・第二創業者等の
人材発掘を目的にビジネスプランや事業実例を募集・表彰

＜岡山イノベーションコンテスト２０２２の募集内容＞
部門 内容

ビジネス
プラン部門

高校生の部 • 高校生のつくる未来を切り開くようなビジネスプラン

大学・専門学校生の部 • 大学生、専門学校生のつくる未来を切り開くようなビジネスプラン

一般の部 • 革新的な新製品・サービスの開発、もしくは既存プロセスを
革新する実現性の高い社会人によるビジネスプラン

ビジネス部門
• イノベーションにより事業発展を成している事業実例
• 新製品、新サービスで顕著な成長を遂げている事業や、
既存のプロセスを革新しビジネスを発展させている実例

＜応募期間＞ 2022年5月1日（日）～ 8月23日（火）

岡山イノベーションコンテスト （OIC）
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岡山イノベーションコンテスト当日の様子 （岡山シンフォニーホール）
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岡山イノベーションコンテスト出場者の取組み支援
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OIC2020 グランプリ 受賞 OIC2019 ビジネス部門
スタートアップの部 大賞 受賞
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岡山イノベーションコンテスト 大学・専門学校生の部 エントリー者数推移
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2017 2018 2019 2020 2021

９人

２０人

２５人
２７人

３７人



Copyright © 2021 The Chugoku bank, Ltd. All Rights Reserved.

２．晴れ！フレ！岡山
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岡山および近隣の企業や個人、岡山にゆかりのある企業、岡山出身者、岡山の地域資源を活用して事業
をおこなう方などを対象としたクラウドファンディングで、地域でチャレンジする方をオール岡山で応援しています。

直近の実績（2021年4月～2022年3月まで）

公開件数 支援金額 目標金額達成率
66件 231,247 千円 83％

2019年7月より株式会社山陽新聞社とREADYFOR株式会社と連携し、地域活性化を目的に、クラウド
ファンディングサイト「晴れ！フレ！岡山」を運営しています。
運営開始から2022年3月末までに136件のプロジェクトを公開し、120件のプロジェクトが目標額を達成
しました。

とは…
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◆大原 碩人さん
一橋大学社会学部

大学生が取組んだプロジェクト

倉敷市の会社が取組んだプロジェクト

◆ソーゴートレーディング
株式会社
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３．ちゅうぎんインフィニティファンド
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ファンドによるエクイティ・ファイナンスとは
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• 事業の将来性に対する評価のもと、株式を発行する対価として投資家から出資
を受ける資金調達の手法。

• 資本参加する外部株主から、経営や事業のサポート・ネットワーク等の提供を
受けることで事業成長の確度を高める効果も期待出来る。

投資事業有限責任組合
（ファンド）

有限責任組合員

（Limited Partners）

資金の出し手

無限責任組合員

（General Partners）

運営管理者

金融機関

事業会社

年金機構

保険会社

投資先

投資先

投資先

出資

分配

運営管理
GP出資

出資者
募集 成長支援

投資

管理報酬
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エクイティとデット

 左図の曲線（Jカーブ）、この部分に相当する面積＝投資資金＝必要資金を
エクイティファイナンスにより調達することが一般的。

 調達の前提条件として、その後、指数関数的に成長曲線を描くことができるか
どうかを、投資家は見極める。ただ単に赤字を補填するための資金ではない。

 エクイティ調達＝タダのお金と言う意見もあるが、実際は、投資家の期待利回
りが、通常の借入による金利よりも高く、すなわち調達コストは高い。

エクイティ デット
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• 2020年9月設立。無限∞（インフィニティ）の可能性を持つスタートアップ企業を
エクイティの側面からサポートし、地域にとどまらず、日本そして世界に向けて、
急激な成長を志す企業・起業家を応援するためのファンド。

• 2022年5月末時点で、下記15先に対して総額約3.2億円を出資済。

ちゅうぎんインフィニティファンドとは

18

2022年5月 TPM上場
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地元出身起業家 地元企業 地域課題解決型企業

ちゅうぎんインフィニティファンド

スタートアップと地域の
エコシステム構築 地域課題解決に向けた取り組み

インフィニティファンドによるエコシステム

【わたしたちの取り組み】
 創業/起業を促す取り組み（枠組み）に加えて、本気で急成長を目指す
“スタートアップ起業家”をサポートする仕組みが必要

 全国各地で活躍する起業家や投資家とのつながりを重視して、インフィニティ
ファンドが提供するエコシステムに還元していく
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連携事例①
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パソコンとスマホを活用し、紙や現金を一切やり取りすることなく、
請求・お支払いができる集金業務支援サービス。

2021年10月に〝中国銀行のOEMサービス″として提供開始。

集金業務支援

サービス

情報営業基盤

地公体・取引先

〝地域の課題解決″

集金業務のDX化 キャッシュレス化 入金管理の簡便化
働き方改革 保護者対応のスムーズ化 精神的負担の軽減

■導入施設（地公体・企業）

□導入施設例
保育園・こども園・幼稚園・学校・塾・習いごと教室など

受取る側）煩雑で膨大な集金業務
請求書作成・集金・集計・督促・再請求
・領収書発行・銀行入金・会計連携

支払う側）現金用意の手間、防犯上の懸念など

■地域課題

■エンドユーザー
支払方法・支払管理の簡便化 子ども教育の活性化
空き時間による『子ども』とのコミュニケーション増加
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連携事例②
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プロのフォトグラファーからカメラを趣味とするユーザーまで幅
広い層を対象に、“カメラのサブスク”と“撮影体験のサブスク”を
提供。
2022年春、第一号連携プロジェクト実施。

• 地域の観光関連施設に来街者が使えるようにカメラ機材をレン
タル

• プロのフォトグラファーやクリエイターと連携し、付加価値の
高い撮影イベントを提供

■地方自治体との連携による撮影機会づくり

持続的な“来街者促進”、“SNSへの自発的な発信機会の創
出”を実現

〔これまでの連携事例〕
・星空撮影会などを通して来街者誘致

・小学校で地元愛を育むカメラの特別授業

撮影機会（プロフォトグラファーイベント）の提供

カメラユーザー 地方自治体
来街者誘致、SNS発信

カメラ×地方創生・観光復興
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今後のスタートアップ/エクイティ業務における取り組み

どなたか、下記に考えているプロジェクト（テーマ）において、連携可能な方、
カジュアルなベースからディスカッションしませんか？

① インフィニティファンド2号によるスタートアップ文化の醸成

② エクイティ/スタートアップ/オープンイノベーションをテーマにする人的交流

③ アトツギ/ゼブラ/新規事業など地元企業の潜在能力発掘

④ web3、メタバース 当地における社会実装にむけて



中国銀行サポートメニュー

2022.6.7

〜地域商社せとのわについて〜
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１．地域商社について

24

地域商社とは、地域の多くの関係者を巻き込み、農産物などの地域の資源を
ブランド化し、生産・加工から販売まで一貫してプロデュースし、地域内外
に販売する組織のことである。 （出所 月刊「事業構想」）

（出所 産経新聞）
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２．地域の現状と課題

 地域人口や事業者数の減少の現実

① 総需要の減少
② 供給の減少
③ 雇用機会の減少

①豊富な水量、②安定地盤
③中四国のクロスポイント、④ものづくり産業

 一方で、強みも存在

地域経済の衰退が懸念される

■将来人口推計（岡山県）

 2004年 1,959千人
 2005年 1,957千人

生産年齢人口：1,236千人
 2020年 1,889千人

生産年齢人口：1,077千人
 2040年 1,681千人

生産年齢人口： 899千人

※2015年までは総務省統計局「国勢調査」
2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（2018年3月推計）」
より作成。

■事業者の休廃業・解散、倒産件数（岡山県）
 休廃業・解散件数 851件
 倒産件数 73件

※休廃業・解散件数／倒産件数
帝国データバンク
「岡山県企業の休廃業・解散動向調査2020」
より作成。

25
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３．中国銀行の取組みと地域商社設立の目的

「業務」に

関する支援

「組織・人材」に

関する支援

「商品サービス」に

関する支援
実

業

領

域

銀
行
固
有
業
務

及
び
付
随
業
務

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略立案支援

企画開発支援

販路開拓支援

地域商社 せとのわ

事業承継支援
M＆A支援
融資
創業支援

人事コンサル
人材紹介

業務改善
コンサル

ビジネス
マッチング

クラウド
ファンディング

地 域 応 援 活 動
金 融 領 域

「事業戦略・経営」に
関する支援

26
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４．会社概要

27



Copyright ©2020 SETONOWA Co., Ltd. All Rights Reserved

地域事業者
（販売・原料調達）

中国銀行
(ニーズ・課題の把握、

伴走支援)

・レシピ開発
・加工
・包装資材
・デザイン制作
・ラベル・栞印刷

・広報
・クラウドファンディング
キュレーション
・SNS運用
・商標登録
・販路開拓

せとのわ
(企画・実施体制の構築支援)

28

 コンサルティング支援事例（商品開発＋マーケティング戦略立案＋販路開拓）
瀬戸内の未利用魚を活用した商品（鯛ほぐし、鯛茶漬け）の開発、および販売戦略立案のご支援

５．支援事例紹介①

〈せとのわの主な役割〉
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５．支援事例紹介②

 コンサルティング支援事例（商品開発＋マーケティング戦略立案＋販路開拓）
銀行の創業支援施策等と連携し、「牡蠣殻微粉末」を活用した商品化〜販売支援を実施。

・中国銀行本部と連携した
商品開発支援
・製造業者連携／試作
・販売先との調整
・広報支援

せとのわ
(戦略立案・実施支援等) 販売先

〈せとのわの主な役割〉

地域事業社
（技術・原料供給・販売）

牡蠣殻微粉末

牡蠣殻ボールペン岡山テックプラングランプリ

岡山イノベーションコンテスト
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５．支援事例紹介③

提供価値の整理 ペルソナ設定 戦略立案支援 戦略実施支援

〈取り組み例〉

 コンサルティング支援事例（マーケティング戦略立案）
商品の強み・課題・市場・競合を整理し、商品特徴の再定義を行い商品販売戦略の立案・実施をご支援

地域事業者
（開発・販売）

せとのわ
(戦略立案・実施支援等)

大学等の研究機関等
（協力機関）

研究機関と連携した地域事業者支援 ワークショップ形式による戦略立案支援
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６．みなさまへのお願い

【Instagram QRコード】

【Facebook QRコード】

 SNSで情報発信しています
弊社では情報発信の1つとしてInstagram、Facebookの運用をおこなっています。
地域事業者の魅力あるサービスや商材、取組みなど幅広く発信していきますので、みなさま
フォローのうえ是非ご覧ください。

31
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ご清聴ありがとうございました。



研究シーズ社会実装促進のための
中国銀行＆リバネスサポートメニュー説明会

リバネスの部

株式会社リバネス
塚田 周平



●自己紹介／リバネスの紹介

●サポート内容

○リバネス研究費

○L-RAD

○テックプランター

○リアルテック特化型ファンド

●まとめ

本日の内容

2
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自己紹介

塚田 周平 つかだ しゅうへい 博士（農学）

株式会社リバネス 執行役員CRO

＜略歴＞
2003年 リバネス初期の運営に参加
2005年 東京大学大学院農学生命科学研究科

農学国際専攻 修士課程 修了
2009年 同研究科

応用生命工学専攻 博士課程 修了
2009年 株式会社リバネス 入社
2010年 同 地域開発事業部 部長
2017年 同 戦略開発事業部 部長
2019年 同 執行役員
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リバネス紹介

理念：「科学技術の発展と地球貢献を実現する」
2002年に設立、様々な分野の研究者が社会課題を解決しようと集まった研究者集団。

知識プラットフォームを通じて、科学技術が生まれ、社会に実装されるまでの

場作りを行なう。

専門性

農学・生命科学・生物学・機械工学・

電子工学・情報工学・薬学・医学・心理学など

海外子会社国内拠点

東京本社
大阪本社

スタッフ約60名

構成比

博士

45.6%

修士

54.3%

シンガポール マレーシア フィリピン USA UK
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祖業：最先端科学の出前実験教室
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中高生研究
者を支援し
たい

研究者の未活
用アイデアに光

を！

ダイズ王に
俺はなる

研究の
異分野融合！

若手研究者を
支援したい

学校教育を
変えたい

日本のものづ
くり世界一！

技術シーズを
育てたい。 研究活動を

次世代教育へ

研究者のキャ
リア開発！

養豚で
地域開発

研究の道
を極める

企業の次世代
教育促進

知識をつくり、集め、
ビジョンをカタチにする
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個人の熱を
プロダクト・サービスとして表現する
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知識の源泉「知識プラットフォーム」

小中高での科学教育

理系学生・研究者の育成

研究開発

試作開発

量産

M&A,IPO

知識
プラット
フォーム

科学技術が生まれ、

社会に実装されるまでの場作り
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研究者の「熱」をドライブするプロジェクト

リバネス研究費 L-RAD（エルラド） テックプランター
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研究者の「熱」をドライブするプロジェクト

リバネス研究費 L-RAD（エルラド） テックプランター

2008年 2015年 2013年

研究者個人のキャリアから資金、連携、体制作りなどあらゆる角度から研究者の「やりたいこと」に伴走

プロジェクト名

開始

若手研究者（40歳以下） 研究者 研究者・ベンチャー企業主な対象

・企業による研究支援
・○○賞として関心領域を提
示、募集（3ヶ月ごと）
・50万円程度の寄付

・競争的資金の不採択テーマ
を随時登録、企業が閲覧
・新規性喪失、盗用のリスク
を回避するシステム

・事業化、社会実装に向けて
複数年伴走
・年次エントリー
・企業連携を促進

内容

・若手の登竜門的活用
・新規テーマの関心確認
・共同研究のとっかかり

・複数テーマをディスプレイ
可能
・共同研究のとっかかり

・9社以上の大手企業に対し
て事業化目線で対話可能
・資金調達含め事業化加速

メリット

・随時5-6テーマ募集
・独自枠あり

・大学との連携協定締結可能
・7領域で実施
・岡山特化プログラムあり（中
国銀行と連携）

備考
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リバネス研究費
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リバネス研究費

3,628人

自主性の高い若手研究者 大学・研究機関の教授陣

431人

研究者向けメディア 大学・研究機関内部ML

2001年の創業以来、リバネスでは一貫して研究者が研究開発に集中できる環境づくりや研究が

加速するための連携を創出して参りました。研究支援、企業との共同研究支援、キャリア支援な

ど、様々な活動を行う中で、若手研究者が自由な発想で新たなアイデアにチャレンジする機会を

提供するため、2009年にリバネス研究費を立ち上げました。

若手研究者 企業

テーマ申請



13

リバネス研究費 ステップ

書類審査、面接審査を実施。

ネットワーク構築も目的であり、全応募

のうち1/3〜半数程度の直接面談を実

施する場合が多い。

採択通知書発行及び研究開始。

ステップ①
企画・テーマ設定

ステップ②
募集

ステップ③
審査・採択者決定

企業側と研究費のテーマをディスカッシ

ョン、決定

リバネス独自実施の場合もあり

（自然科学賞・超異分野賞など）

全国の大学事務及び研究室に媒体を通

じて研究費設置を案内。

過去の応募状況などを見てスタッフの直

接声がけあり
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リバネス研究費 現在募集中のテーマ

日本水産株式会社

「健やかな生活とサステナブルな未来を実現する、新しい‶食”を創造する研究」
【持続可 能な食品生産に関する研究】

代替タンパク、未利用資源・食品製造副産物の有効活用、食品製造・保存の省エネ化など

【食べる“人”視点の研究】

行動科学、心理学、脳科学、予防医学、ヒューマンコンピュータインタラクションなど

【より良い食をつくる基盤研究】

香り、脂質、物性、乳化に関する研究など

株式会社ダスキン

「「衛生環境を整える」あらゆる研究」

質の高い「キレイ・健康」を実現する衛生環境を整える、あらゆる研究を募集します。

鈴茂器工株式会社

「お米に関するあらゆる研究」

人文科学、社会科学、生物学、農学、栄養学、機械工学、建築学、環境学・制御工学など幅広い

科学・技術分野の研究を募集します。
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L-RAD（エルラド）
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研究費主催者になって感じた、公募型研究費の功罪

リバネス
研究費

のべ申請数

約3,000
件

採択

300件

不採択

約2,700
件

未利用の
アイデア

•スポンサーの
価値基準で選
から漏れた
↓
•他の企業の基
準で評価すれ
ば、他社が活
用可能な優れ
たテーマも埋
もれているは
ず

•未利用のまま
HDへ

•他社に閲覧して
もらうことが出
来ない

•スポンサー毎
に採択基準が
異なる

もったい
ない！

研究界に研究資金を（少しは）流し込むことが出来た！
しかしアイデアが勿体無いし、研究者の“研究の時間”を奪ってしまっている
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同じ構造が、全ての公募型研究費に当てはまる

（例）

科研費
新規申請数

107,000件

採択
30,000件

不採択

77,000
件

↓

未活用

•学術的な視点
での審査で選
から漏れた
↓
•産業的な視点
で審査すれば、
評価の高い優
れたテーマも
埋もれている
はず

•未活用のまま実
施機関のHDへ

•審査員以外は
閲覧することも
出来ない

•学術的な評価
軸での採択

Ref:
https://www.jsps.go.jp
/j-
grantsinaid/27_kdata/
data/2-1/2-1.pdf

1公募、1様式、1審査軸

不採択率
75%
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不採択申請書を活用“して企業との共同研究を生み出す
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L-RADの会員企業 （2022年6月1日現在）

• 基本情報を閲覧された申請書は60%以上
• 積極的に早い段階のテーマを探索し、連携先を求めている
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岡山テックプランター
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TECH PLANTERが支援するステージと内容
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7領域でグランプリを開催
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エコシステムどうしの連携体制

技術領域別、地域別、グローバルの３つを互いに接続し、パートナー企業
やベンチャーを結び付けられるようになった

領域別
REGIONS

地域別
AREAS

グローバル
GLOBAL

パートナー企業
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岡山県での研究者・ベンチャー発掘育成を目指して

＊2018年6月6日撮影
右：株式会社中国銀行 常務取締役（当時） 福田 正彦
左：株式会社リバネス 代表取締役グループCEO 丸幸弘

岡山県を中心に、科学・技術シーズの社会実

装を目指すテクノロジーベンチャーや起業

家の発掘・育成を行っていきます。

地域発の技術をベースとした新規事業の創

出と、地域の産業を担うベンチャー支援の

両輪を実現することで、大学・研究機関等か

ら生まれた研究成果が、自立的かつ継続的

に社会で実装され、地域の産業を育む新た

なエコシステムの構築を実現を目指します。

中国銀行とリバネスは、「次世代社会型科学技術ベンチャーの発掘・育成に

よる未来共創に関する連携協定」を締結しました。
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岡山テックプランターとは

会計・知財 技術実証 仲間づくり 起業連携

事業計画作成 研究施設獲得 資金調達

技術の目利き

金融サポート

など
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岡山テックプランター 今年度のスケジュール

発表に向けた支援

11/18（金）
キックオフ
イベント

2/4（土）
岡山テックプラン
グランプリ

11月 12月 1月 2月 3月

エントリー募集

コミュニケーターによるハンズオン支援 チーム形成/プラン構築/登記・プロトタイプ等支援 等

1月上旬
ファイナリスト

発表

12/23（金）まで

●

2022年 2023年

★

9月 10月

9/1エントリー
開始
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7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月

テ
ッ
ク
プ
ラ
ン
タ
｜ 書

類
選
考

・エントリーチームの発掘
・パートナー企業の課題・方向
性把握、年間を通じた進行ス
キームを策定

・プレゼン
ブラッシュ
アップ
・デモデー
に向けた
初期の連
携仮説立
案

デモデー

パートナー企
業を含む審
査員の前で
プランをプレ
ゼン。事業化
を後押しする

全エントリーチーム・パートナー企
業を対象とした事業連携を促進

チ
｜
ム
側

メンバー登録
エントリー

・研究から事業構想へ
・事業化に必要な観点を知る
・プランのブラッシュアップ

事業化に
向けた観
点の明確
化

事業化

・理念策定
・経営チーム形成
・法人登記
・事業計画策定

・資本政策策定
・試作開発
・PoC
・資金調達
、、、
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リアルテック
特化型ファンド
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リバネスグループの出資

教育 研究 創業

原理
試作

シード アーリー
メガ

ベンチャー

起業

プレ
シード

製品
販売

量産
試作

要素
技術

社
会
実
装

PoC
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ITベンチャーとものづくりベンチャー

ITベンチャー ものづくり
ベンチャー
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研究成果の社会実装を一気通貫で支援するエコシステムを構築

Accelerate 試作支援起業支援 量産支援 IPO支援POC支援
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社会課題解決に向け、リバネスとユーグレナが共同設立

・フィロソフィー「サステナビリティ・ファースト」
・2005年に設立、世界で初めて微細藻類”ユーグレナ”の屋
外大量培養に成功
・未上場時代に多くの大企業との資本提携を実施し、2012
年にマザーズ・2014年に東証1部上場

・東大発ベンチャー史上初の東証1部
上場
・2015年、第一回ベンチャー大賞に
て「内閣総理大臣賞（日本ベンチャー
大賞）」を受賞

→次世代のリアルテックベンチャー
を支援する取り組みを開始

ユーグレナ 健康食品 化粧品 バイオ燃料

・経営理念「科学技術の発展と地球貢献を実現する」
・2002年の設立以降、様々な分野の研究者が社会課題を解
決しようと集まった研究者集団
・教育・人材・研究・創業の4つのプロジェクトで知識プラットフ
ォームを形成

・日本のみならず世界4拠点にプラットフォ
ームを拡大
・シンガポール企業庁とMoUを締結し、
Global Innovation Allianceの日本代
表として選出

→東南アジアのベンチャーの日本進出を支
援する取り組みにも注力
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約30社の大企業による出資で合計94億円のファンドを組成（1,2号ファンド）

43件のリアルテックベンチャーへ投資

投資先ベンチャーとの間に約100以上の連携を実現

ハンズオン支援を通して、時価総額向上/M&AやIPOに貢献

その他多数の連携

その他38
社

メルティン
サイボーグ事業

ispace
月面輸送・月面資源開発

チャレナジー
次世代型風力発電機の開発

プランテックス
次世代植物工場の開発

インテグリカルチャー
独自の汎用細胞培養技術

Retissa Display II

アメリエフ社がグローバルヘルスケ
ア企業であるPHCホールディング

スにM&A

マザーズへの新規上場
承認

（上場日：2021/2/5）

チャレナジー × THK

垂直軸型マグナス式風力発
電機の共同開発・資本提携

ANSeeN × JR東日本

新幹線自動改札での
手荷物検査装置の共同開発
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地方と東南アジアの社会課題解決を目指す2つのファンドを組成

グローカルディープテックファンド

総額100億円

グローバルファンド

総額34億円
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知識の源泉「知識プラットフォーム」

小中高での科学教育

理系学生・研究者の育成

研究開発

試作開発

量産

M&A,IPO

知識
プラット
フォーム

科学技術が生まれ、

社会に実装されるまでの場作り



39

ポスター審査員
募集中！

中高生のための学会「サイエンスキャッスル」にポスター審査員としてご協力くださる若手研究者を募集しています。日々大学や

研究機関で先端研究に取り組まれているみなさんにとっても、きっと刺激的な一日になるはずです！

★ 中高生の発見
専門性を持った研究者とのディスカッションを通して、自身

の研究を前に進めるヒントや、将来の進路を考えるきっかけ

が得られます。

★ 研究者の発見
短時間のプレゼンから研究のポイントを捉え、的確なコメント

をする力が身につきます。熱意ある中高生のプレゼンから、研

究の原点を振り返ることができます。

中高生研究者とディスカッションしよう

サイエンスキャッスル
ご協力おねがいします！
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2022.12.3 超異分野学会香川フォーラム

大会長挨拶：瀬戸内から知識融

合の橋を架けましょう！

古くから四国の玄関口として栄えてきた香川県。

1988年の瀬戸大橋の開通以来、人と知識の交

流はさらに活発となり、経済的・文化的に大きく

発展を遂げてきました。1889年に架橋構想が

提唱されてから、底質調査や潮流調査などをは

じめ長い月日をかけて実現に至った瀬戸大橋で

すが、超異分野学会香川フォーラムでは、香川を

はじめとする瀬戸内地域から、地域や時代を超え

て知識の交流と融合が生まれる「橋」を架けてい

くことを提唱します。この橋を通じて知の融合を

促し、瀬戸内から世界の課題の解決につながる、

世界の未来を生み出すことを目指します。ぜひ奮

ってご参加ください。

キーワード：海洋ごみ問題, サーキュラー・エコノミー, 
地域ベンチャーの成長戦略 etc.

香川フォーラム2021
大会長

株式会社リバネス
製造開発事業部
石尾淳一郎
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参加方法

参加の仕方はシンプルです。

・リバネスIDに登録、

・募集中のプログラムにエントリーください

・使い倒してください



岡山市スタートアップ支援施策について

岡山市
産業観光局商工部
産業政策課



令和４年度 岡山市のスタートアップ支援施策一覧

凡例

興味関心期 アイデア発想期 プレシード期 シード期 アーリー期 ミドル期

裾
野
拡
大

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出

起
業
家
育
成

事
業
成
長
支
援

伴走支援付きワークショップ
「ｃａｎｖａｓ」

ももスタ・メンターシッププログラム

アクセラレーションプログラム
「飛行船」（高校・大学生対象）

ももスタ起業部
「garage」（高校・大学生対象）

GovTech Challenge
OKAYAMA

（先進技術社会実証支援事業）

SU成長支援イベント

SU創出イベント

裾野拡大イベント

VC等との連携・交流イベント

アクセラレーションプログラム
「MoAP」

地元企業との連携・交流イベント

資金調達プログラム
「VC Challenge」

イベント・ワークショップ

事業成長支援プログラム

スタートアップ支援の領域

Okayama Startup Award  (ビジネスプランコンテスト)

スタートアップ支援拠点
「ももたろう・スタートアップカフェ」

GovTech Challenge OKAYAMA以外の事業を拠点で実施



スタートアップ支援拠点「ももたろう・スタートアップカフェ」（通称：ももスタ）

岡山市の経済成長の担い手として期待されるスタートアップの創出、成長を目的として、JR岡山駅付近の商業施設
ICOTNICOTにスタートアップ支援拠点「ももたろう・スタートアップカフェ（通称：ももスタ）」を設置。
ももスタでは、毎週イベント、プログラム等が開催され、起業家の交流の場にもなっており、岡山市はももスタを中心

としたスタートアップ・エコシステムの形成を目指している。

事業概要

ももスタは官民連携組織「おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会」により運営されている。
構成員は地元金融機関である（株）中国銀行、（株）トマト銀行、おかやま信用金庫の3行、地元商工団体である岡山商

工会議所と岡山市の5者。
ももスタには地元起業家をコーディネーターとして3名配置しており、コーディネーターはイベントの企画・運営やメン

タリング等に取り組んでいる。

運営組織

【場 所】 岡山県岡山市北区駅前町1-8-18 ICOTNICOT２階 コワーキングスペース「Wonder Wall」
【公式HP】 https://momosta.com
【開催実績】 令和元年度 イベント開催回数 １０１回 のべ参加者数 2,461名

令和２年度 イベント開催回数 ８２回 のべ参加者数 1,809名
令和３年度 イベント開催回数 ４１回 のべ参加者数 1,001名

ももスタコーディネーター

株式会社スイッチ
CEO 恒次 明宏

株式会社COMPUS
CEO 藤田 圭一郎

しろし株式会社
CEO 山田 邦明

https://momosta.com


目的別のイベント、ワークショップの実施

事業概要

スタートアップの裾野拡大と成長支援などを目的にイベントやワークショップを実施することで、参加者が起業へ
の興味を深めたり、リアルに役立つ知識を得て、ももスタで実施する他の個別支援プログラムやももスタの起業家
コミュニティへ参加する流れを創出する

ももスタを
知ってもらう

イベント等に
参加してもらう

ももスタを
活用してもらう

スタートアップ創出イベント スタートアップ成長イベント

アントレプレナーシップ 副業からの起業 ファイナンス 広報・PR VC/金融機関

連携・交流
イベント等

デザイン思考 女性の起業 マーケティング 社会課題解決

地元企業

学生の起業 UIJターン 販路開拓 ものづくり

県・他都市
シニアの起業 ワーケーション 知財 WEB

大手企業アイデアの整理 アイデア壁打ち エクイティ 先輩起業家

● 他のプログラムへの参加

・個別支援プログラム
・メンタリング
・ビジネスプランコンテスト

● ももスタの
起業家コミュニティへ参加

● 交流機会の創出



ももスタ起業部 「garage」

事業概要

岡山市内を中心とした起業に関心のある大学生、高校生を募集し、１年間を通じて様々な企画を体験することで、
起業を身近に感じることができ、起業を目指すプログラム

コンセプト

ももスタを活動のフィールドにして、部活動としての楽しさを追求
良質なクリエイティブのループを生み出す

起業に興味がある
大学生
高校生

ターゲット

約３０人

募集人数
アイデアが
磨かれる

挑戦する

競争・共創

わくわくする

ライバルや
仲間ができる

課題への
取り組みを

楽しむ



アクセラレーションプログラム 「飛行船」 （学生限定）

事業概要

コンセプト

システム思考・デザイン思考をベースに体系的な思考法を学び、演習とフィールドワークを取り入れ、課題発見から、
アイデアの着想、問題解決を体験する実践プログラム。
起業は問題解決の手段であるという考え方を元に、スタートアップのみならず、
属する組織や地域を見つめなおし、自ら課題を設定して行動できる人材育成を目指す。

高校生、大学生 約３０人募集人数

Day１ Day２ Day３ Day４ Day５ Day６

マインド
セット／
課題設定

ソリューション検討、
提供価値の検討、イ
ンタビュー準備

調査、プロトタイ
ピング準備

ブラッシュアップ、
中間振り返り

ピッチ練習 デモデイ

≪プログラム（予定）≫

ももスタ起業部（Ｇａｒａｇｅ）に参加する大学生・高校生のうちの希望者と公募による
希望者を対象とした学生限定のアクセラレーションプログラム



起業家の創出～成長支援プログラム

事業概要

起業家の起業フェーズごとに３段階に分けて個別支援プログラムを実施。

アイデア発想期 ビジネスプラン成長期 資金調達期

伴走支援付きワークショップ
「ｃａｎｖａｓ」

プログラム 概要 ターゲット/募集人数

ｃａｎｖａｓ
（全5回）

課題感や実現したいことの中から、芯の強い事業アイデ
アの創出を目指すプログラム

ビジネスアイデアはないが起業
したい人 / 30人程度

MoAP
（全6回）

ビジネスアイデアを持っている起業家向けのビジネスプ
ラン成長支援プログラム

ビジネスアイデアを持った起業
家 / 30人程度

VC Challenge
（全6回）

VCメンターからの実践的なフィードバックにより、ビジ
ネスプランの大きな成長と新調達を目指すプログラム

ビジネスプランが一定程度固
まっており、大きな成長を目指
す起業家 / 各回5人程度

アクセラレーションプログラム
「MoAP」 資金調達プログラム

「VC Challenge」



ももスタ・メンターシッププログラム

事業概要

コミュニティマネージャーが希望者のニーズに合わせて、適正な専門性のメンターとマッチングを行い、
無料でメンタリングを受けることができるプログラム

起業家
起業希望者

コミュニティ
マネージャー

支援人材
メンター

先輩起業家
メンター

VC
メンター

・適任メンターのマッチング
・壁打ち対応
・適任メンターのマッチング
・壁打ち対応

・課題やニーズの把握、起業知識などを提供
・壁打ち対応～専門相談まで
・課題やニーズの把握、起業知識などを提供
・壁打ち対応～専門相談まで

・起業経験者としての知見・経験等をアドバイス
・やや具体的な悩み～専門相談まで
・起業経験者としての知見・経験等をアドバイス
・やや具体的な悩み～専門相談まで

・資金調達等の専門性の高い知見等をアドバイス
・専門分野の相談（一部壁打ちも可）
・資金調達等の専門性の高い知見等をアドバイス
・専門分野の相談（一部壁打ちも可）

マッチング

マッチング

マッチング



ビジネスプランコンテスト「 Okayama Startup Award 」

事業概要

当該年度のももスタの活動の集大成として、
3月にビジネスプランコンテストを実施。

個別支援
プログラム

各プログラム担当者から推薦

プログラム
選抜候補者

起業家
起業予定者

高校生
大学生

飛行船

応募

応募

ピ
ッ
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ＯＳＡ
コンテスト当日

（ハイブリッド開催）

全国へ配信

ＯＳＡ
受賞者

ももスタコミュニティへ参加

さ
ら
な
る
成
長
へ

継
続
支
援

書
類
審
査
・面
談
審
査

エ
ン
ト
リ
ー

公
募

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

Okayama Startup Award 



GovTech Challenge OKAYAMA （先進技術社会実証支援事業）

GovTech Challenge OKAYAMAの概要

4月～6月

●現場担当課職員の手挙げにより、
プロジェクトを開始。

●スタートアップが興味を持ち、実
証の効果が期待できる課題を選定。

庁内課題募集

6月～8月

●提案のあった課題の解決に取り
組むスタートアップを広く公募す
る。

●スタートアップ企業向けの説明
会を実施。

スタートアップ募集・選定

9月～翌年2月

●4カ月程度の協働期間で開発
と市が持つ社会実証フィールド
を活用した実証実験を実施。

●課題解決のためのプロダクト
やサービスを開発する。

実証実験

翌年3月

●成果発表会の実施。

●実証実験の結果を踏まえ、随
意契約などによる本格導入可否
を判断する。

製品化・本格導入

全
体
の
流
れ

GovTech Challenge OKAYAMAの流れ

実証フィールドを提供することでス
タートアップ企業のサービスの質を
向上させ、実効性のあるサービスと
することができる。

本事業により新たな製品やサービ
スができれば他の官公庁へ横展
開でき、スタートアップ企業の成
長に繋がる。

行政機関と協業によりサービス
を開発することでスタートアップ
企業が信頼を獲得できる。

スタートアップ企業のメリット

テクノロジーの実証・社会実証 他官公庁への展開 自社の信頼獲得

本事業により注目を集めること
で参加したスタートアップ企業の
製品、サービスの認知度を向上
させることができる。

自社サービスの認知度向上

事業のしくみ

● スタートアップと市職員が協働して行政課題や社会課題の解決に取り組むことで、
スタートアップの成長と市の課題解決を目指す取組

● スタートアップは、市が持つ社会実証フィールドを活用して、自社のプロダクトや
サービスの実用性をブラッシュアップして、事業成長を図る。

● 実証実験を行う費用の一部を岡山市が負担し、事業の実効性を高める。



サポートメニュー説明会

「岡山リビングラボ」
概要説明資料

令和４年６月７日

大学院ヘルスシステム統合科学研究科
特任准教授 志水武史



１．岡山リビングラボのポイント

➢地域課題解決につながる新事業、イノベーション創出を
目指す取り組み

➢企業、自治体、大学、地域住民等、誰でも参加可能な
オープン・イノベーションのプラットフォームの位置づけ

➢イノベーション・新事業創出のため、「起業人材のスキル
底上げ」、「大手企業等と連携した事業アイデア創出」、
「事業アイデアを社会実装につなげるメンタリング」の３段
階の支援を実施



①起業人材育成（講座）
②事業アイデア創出（ワークショップ）
③メンターによる事業化支援（助言）
等の取り組みを実施

企業・団体
（ベンチャー・スタートアッ
プ、金融機関、NPO等

含む）

国・自治体
（広域）

地域住民
（広域）

岡山リビングラボ（オープンイノベーション・プラットフォーム）

岡山大学
（学生、研究者等）他大学・各種

教育研究機関
（学生、研究者等）

２．岡山リビングラボの実施体制

◆大学、企業、自治体、地域住民等、様々な主体・関係者の参加・
連携によるイノベーション創出の取り組み（連携、事業創出の場）
⇒誰でも参加可能

社会課題解決等につながる
イノベーション創出



➢ イノベーション・新事業創出のため、「起業人材のスキル底上げ」、「大手企業等と連携した
事業アイデア創出」、「事業アイデアを社会実装につなげるメンタリング」の３段階の支援を
実施

ヘルスケア・
生活関連
分野におけ
るイノベー
ション・新事
業創出

岡山リビングラボの３段階の取り組み内容

３．岡山リビングラボの取り組み内容

【起業人材育成】

イノベーター育成
プログラム

（2020/6～）

ヘルスケア
事業化セミナー

（2020/10～）

インターンシップ・
マッチングデイ

(2022年度以降)

【事業化支援】

メンタリングディ
（学内外の有識
者等による事業
化支援イベント、
2020/12～）

大手企業による
メンタリング

(2020年度～)

地域課題
解決、SDG
ｓ実現【事業アイデア創出】

オープンイノベー
ションプログラム

（大手企業参加
型ワークショップ、
2019/10～）

リビングニーズマッチ
ング（地域課題解
決型ワークショップ、

2019/12～）

シーズ・マッチング
プログラム

（2022度以降）



➢ アントレプレナーシップの習得を目的とし
た人材育成プログラムを2020年度から
実施

➢ 対象者はこれから起業したい方、すでに
起業しているもののまだ思うような結果を
出せていない方、新規事業を創出したい
という想いはあるが具体的に何をしていい
のかわからない方、事業会社の新規事
業開発の担当者、岡山大学の学生・教
職員、他大学の学生、中高生、行政職
員など

➢ 講師は神戸大学の佐藤正和客員教授、
東京証券取引所、トーマツ、地元法律
事務所等の有識者が担当

➢ 開催形式はオンラインと対面のハイブリッ
ド。開講期間は夏ごろから年末まで、開
催回数は10回程度

４．起業人材育成（イノベーター育成プログラム）の内容①



開催回 開催日時 プログラムテーマ 概要 講師（敬称略）

第1回
9月3日（金）

18：00～20：30
アントレプレナーシップを学ぶ①

起業・新事業創出につながるアントレプレナーシップの思考法、行動
原理〈エフェクチュエーションとコーゼーション〉について学ぶ。

神戸大学 客員教授
佐藤正和

第2回
9月10日（金）

18：00～20：30
アントレプレナーシップを学ぶ②

起業・新事業創出につながるアントレプレナーシップの思考法、行動
原理〈エフェクチュエーションとコーゼーション〉について学ぶ。

同上

第3回
9月17日（金）

18：00～20：30
事業の種になる社会課題の捉
え方①

事業アイデア創出のベースになる思考〈アート思考とデザイン思考〉
と社会課題の提起の方法について学ぶ。

同上

第4回
9月24日（金）

18：00～20：30
事業の種になる社会課題の捉
え方②

事業アイデア創出のベースになる思考〈アート思考とデザイン思考〉
と社会課題提起の方法について学ぶ。

同上

第5回
10月1日（金）

18：00～20：30
事業創出につながるオープンイ
ノベーションの考え方

イノベーション創出手法として注目されるオープンイノベーション・コクリ
エーション（共創）対話（ダイアログ）の考え方、具体的手法につ
いて学ぶ。

同上

第6回
10月15日（金）
19：00~21：00

事業創出につながるデザイン経
営、ビジネスモデルの考え方

事業創出を支えるデザイン経営、ビジネスモデルを学ぶ。 同上

第7回
11月5日（金）

18：00～20：00
MVP、POC、PMFの考え方と
実践

PMF(Product Market Fit)を実現するためのMVP（Minimum
Viable Product;最小実行可能製品）、PoC（Proof of 
Concept;概念実証）の考え方を理解し、それぞれのアプローチを
参加者全員で実践する。

同上

特別回
10月23日（土）
13：00~15：00

POC進捗・メンタリング 参加者の各自進捗について個別・チーム別にメンタリング実施 同上

第8回
11月5日（金）

18：00~20：00
スタートアップの敗者復活と知
財戦略

起業の失敗時に生じる法的リスクとその対処方法、事業化の際の
知財保護の方策について学ぶ。

岡山ひかり法律務所
弁護士 森智幸

第9回
11月29日（月）
18：00～20：00 

スタートアップのビジネスチャンス
のトレンド

国内外におけるスタートアップのビジネスチャンス（分野やビジネスモ
デル等）について把握する。

特別監査法人トーマツ
松本修平

第10回
12月3日（金）

18：00～20：30
IPOの仕組みとトレンド スタートアップの資金調達、IPOの方法、トレンドについて把握する。

（株）東京証券取引所
上場推進部 課長

田村満

４．起業人材育成（イノベーター育成プログラム）の内容②



➢ スタートアップ／ベンチャー創出が相次ぐヘルスケア・生活関連分野に特化した事業化セミ
ナーを、本学教員と外部の有識者との連携体制の下で開催

➢ ヘルスケア分野の市場動向把握、事業アイデア創出、事業計画策定、マーケティング、自
治体向け事業展開、資金調達等まで一貫して講義

➢ 受講対象者は学生のほか、起業を検討している人、企業の新規事業担当者等

岡山リビングラボ 2021年度「ヘルスケア事業化セミナー」（全10回シリーズ）

ヘルスケア／生活関連サービス分野での新規事業をお考えの方に！

今後ニーズが高まる有望な成長分野でありながら、事業化が難しいとされるヘルスケア／生活関連サービス分野。事業アイデア創出から事業計
画策定、マーケティング、資金調達、自治体連携の方法等、各分野の専門家が分かりやすく教えます（受講料無料）。

【講座概要】

【開催場所】
当面オンライン開催（ZOOM）の予定ですが、新型コロナの感染状況次第により、ももスタ
（Wonderwall）にて一部リアル開催します（その際は改めてご連絡いたします）。

【講座定員】
100名。ヘルスケア／生活関連サービス分野での新規事業をお考えの方であれば、どなたでも参
加可能ですが、極力、10回の講座すべてにご参加ください。

【申込方法】

以下のURLから申込みください。申し込み締め切りは７月2９日（木）正午です。
https://forms.gle/fWv3xyTafCSpjCjA7

【講師紹介】（講師敬称略）

◼ 岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授
志水武史（第１～３回）

◼ 株式会社ヘルスケア ビジネスナレッジ 代表取締役社長、
事業構想大学院大学 特任教授、
千葉商科大学 特命教授 西根英一（第４～６回）

◼ 株式会社くまもと健康支援研究所 代表取締役社長、
熊本大学 客員教授 松尾洋（第７～８回）

◼ BCC株式会社 代表取締役社長、
大阪市立大学 客員教授 伊藤一彦（第９～10回）

回 日時 テーマ 概要

第1回
6月30日（水）

18：00～20：00
ヘルスケアビジネスとは

ヘルスケアビジネスの市場環境（現状と課題）、先進事例につい

て学ぶ

第2回
7月14日（水）

18：00～20：00
ヘルスケア事業アイデアの創出 事業化戦略、事業アイデアの創出方法について学ぶ

第3回
7月30日（金）

18：00～20：00
事業戦略検討・策定の方法

事業戦略検討・策定に役立つ様々な分析ツール等の利活用方

法について学ぶ

第4回
8月11日（水）

18：00～20：00

ヘルスケア事業化｢０→１｣のた

めのビジネスナレッジとビジネスア

イデア

・ヘルスプロモーションとヘルスケアビジネスの両輪を回す

・ヘルスケア事業のアイデア発想法

・事業構想の目標となるKGI設定と事業計画の指標となるKPI

設計

第5回
9月8日（水）

18：00～20：00

ヘルスケア事業化｢１→10｣のた

めの事業分析と事業戦略

・PEST（環境分析）＋3C（市場分析）→ SWOT（要因

分析）→クロスSWOT（戦略分析）

・商材をつくるブランディングと話題をつくるイシューイング

・市場をつくるマーケティングと顧客をつくるターゲティング

第6回
10月13日（水）

18：00～20：00

ヘルスケア事業化｢10→100｣

のための事業展開

・ビジネスを大きくする分母戦略＋分子戦略

・セールスコピーの書き方実践講座

・エビデンスプロデュース＋広告プロモーション＋戦略ＰＲの販促

計画

第7回
11月19日（金）

18：00～20：00

地域におけるヘルスケアビジネス

の展開方法

地域密着型のヘルスケアビジネスの立ち上げ、事業拡大の方法に

ついて事例に基づいて学ぶ

第8回
12月17日（金）

18：00～20：00

自治体との連携によるヘルスケア

ビジネスの展開方法

地域住民を対象とするヘルスケアビジネスの展開について、自治

体との効果的な連携方法を事例に基づいて学ぶ

第9回
1月21日（金）

18：00～20：00

ヘルスケアビジネスのブルーオー

シャン戦略

競合のない新規事業分野の発見方法、そこでの事業展開方法

について事例に基づいて学ぶ

第10回
2月18日（金）

18：00～20：00
ヘルスケアビジネスの資金調達

ヘルスケアビジネスの事業拡大に必要な資金調達の手法につい

て、融資・投資・補助金など事業規模に応じた活用方法を学ぶ

５．起業人材育成（ヘルスケア事業化セミナー）の内容



➢ おかやまスタートアップ支援拠点運営委員会（「ももスタ」）と連携した「岡山リビングラボ・
オープン・イノベーション・プログラム（O2IP）」は2019年10月以降、ヘルスケア関連分野の
大手企業を招聘して実施中

➢ 地域社会、医療現場、患者等の課題解決をテーマとした「リビングニーズマッチング（地域課
題等解決型ワークショップ）」も実施

６．事業アイデア創出の取り組み内容①

O2IP（2019/10～）

『岡山リビングラボ』
オープンイノベーションプログラム（O₂IP）

「災害時の生活支援サービス」第1回

主催 岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科

共催 帝人株式会社、おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会

後援 経済産業省中国経済産業局、一般社団法人中国経済連合会

学生や研究者、地域の方、企業関係者などさまざまなバッ
クグラウンドを持つ参加者がヘルスケア／生活関連分野の

テーマについてワークショップ形式で討議し、それぞれが
持つ多種多様なアイデアやシーズを組み合わせ、イノベー

ティブなサービス・商品のプランを全員で創出することを
目指します。優れた事業アイデア／プランについては、今

後、企業との協業を通じて事業化を図ります。

災害時には、要介護者や在宅療養患者、子ども、外国人等の社会的弱者にまで配慮された医療・介護・
生活支援の各サービスが望まれます。今回は在宅酸素療法を必要とする患者への災害支援実績のある帝

人(株)の協力を得て、同社の事例をベースに、プログラム参加者が持つ様々なアイデアやシーズを組合
わせることで、イノベーティブなサービスや商品の創出を目指します。優れたアイデアについては、今

後、帝人との協業を通じて事業化を図ります。

日 時

場 所

参加費

2019年10月15日（火）午後１時30分～５時（午後１時開場）

Wonder Wall（ 岡山市北区駅前町1－8－18 ICOTNICOT２階）

無料

定 員 50名、先着順

参加者

アイデア
テーマ

企業

事 業 化

プログラムの内容

第１回の検討テーマについて

対 象 岡山大学関係者（教職員・学生）、自治体関係者、中国地域企業、起業を考えている人、一
般地域住民ほか、災害時の医療・介護や生活支援に関心のある方であれば、法人・個人を問

わずどなたでも参加可能です。

【プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について】

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全

員に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等

を締結することを想定しています。

[ お問合せ先]
岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251－8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先

下記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
https://forms.gle/bH6qjkhFKvSQ18KLA

※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

主催：岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科
共催：ロート製薬株式会社、おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会
後援：経済産業省中国経済産業局、一般社団法人中国経済連合会

「女性の美と健康、運動の習慣化
に向けたスポーツビジネス」

テーマ

地域内外の企業、自治体や大学の関係者、地域住民など多様な参加

者がヘルスケア／生活関連分野のテーマについて自由に討議し、革

新的なサービス・商品のアイデア等を創出することを目指します。

特に今回のプログラムでは、スポーツビジネス分野の有識者である

（株）ルネサンス 専務取締役健康ソリューション本部長髙﨑尚樹

様をゲストスピーカーとしてお招きします。

スポーツビジネスは2020年の東京オリンピックに向けて関心が高まっている分野です。しかし、スポーツ・運動

を習慣的に行っている人の割合はまだまだ低い状況です。こうした中、女性を対象に「美と健康」をうたうこと

で、運動を習慣化することのできるスポーツビジネスのアイデアが求められています。

共催企業のロート製薬では女性をターゲットとしたスポーツ分野に注目し、化粧品、食品、サプリを開発・販売

をしています。今回のプログラムにおいて創出される事業アイデアのうち、優れたものについては、今後も引き

続き、ロート製薬が新規事業創出の出資を含む様々な形でサポートをしていきます。

日 時 2019年11月14日（木）午後1時30分～６時（午後1時開場）

参加費 無料

定 員 50名、先着順

プログラム内容

テーマについて

対 象 岡山大学関係者（教職員・学生）、自治体関係者、中国地域企業、起業を考えている人、
一般地域住民ほか、今回のテーマに関心のある方であれば、岡山県内／県外、法人／個人

を問わずどなたでも参加可能です。

[ お問合せ先]
国立大学法人岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251-8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先 右記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
https://forms.gle/bH6qjkhFKvSQ18KLA

場 所 Wonder Wall（岡山市北区駅前町1－8－18 ICOTNICOT２階）
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

岡山リビングラボ
オープンイノベーションプログラム

（O₂IP）

参加者

アイデア
テーマ

企業

事 業 化

大学

サポート

企業

サポート

プラン

※プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全員

に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等を締

結することを想定しています。

『岡山リビングラボ』
オープンイノベーションプログラム（O₂IP）

「食育普及に向けたサービス」第３回

主催 岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科

共催 大塚製薬株式会社、おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会

後援 経済産業省中国経済産業局、一般社団法人中国経済連合会

地域内外の企業、自治体や大学の関係者、地域住民など多
様な参加者がヘルスケア／生活関連分野のテーマについて

自由に討議し、革新的なサービス・商品のアイデア等を創
出することを目指します。

健康寿命延伸のためには、正しい食生活習慣の確立に向けた「食育」が必要です。こうした食育は子ど
もに限らず、現役世代層や高齢者にとっても必要です。しかし、現状、家庭や学校、職場、地域におい

ては、食育の必要性を感じてはいるものの、健康的な食生活に向けた情報収集や実践は不十分な状況で
す。今回は栄養補助食品等の開発販売を行っている大塚製薬(株)の協力を得て、同社の商品や取り組み

事例をベースに、プログラム参加者が持つ様々なアイデアやシーズを組合わせることで、イノベーティ
ブなサービスや商品の創出を目指します。

日 時

場 所

参加費

2019年12月10日（火）午後５時～８時30分（午後４時30分時開場）

Wonder Wall（ 岡山市北区駅前町1－8－18 ICOTNICOT２階）

無料

定 員 50名、先着順

プログラムの内容

第三回のテーマについて

対 象 岡山大学関係者（教職員・学生）、自治体関係者、中国地域企業、起業を考えている人、一
般地域住民ほか、災害時の医療・介護や生活支援に関心のある方であれば、法人・個人を問

わずどなたでも参加可能です。

【プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について】

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全

員に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等

を締結することを想定しています。

[ お問合せ先]
岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251－8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先

下記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
https://forms.gle/bH6qjkhFKvSQ18KLA

参加者

アイデ
ア テーマ

企業

事 業 化

※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

『岡山リビングラボ』
オープンイノベーションプログラム（O₂IP）

「ウェルビーイングを実現する
ワークプレイス関連サービス」

第４回

主催 岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科

共催 株式会社イトーキ、おかやま・スタートアップ支援拠点運営委員会

後援 経済産業省中国経済産業局、一般社団法人中国経済連合会

地域内外の企業、自治体や大学の関係者、地域住民など多
様な参加者がヘルスケア／生活関連分野のテーマについて

自由に討議し、革新的なサービス・商品のアイデア等を創
出することを目指します。

今日の働き手減少に伴って、企業における「働き方改革」や「健康経営」の取り組みは大きな社会課題
となっています。働き手一人ひとりが、健康で幸福感を感じながら、高い生産性を発揮するための働き

方が模索される中、都市集約型の働き方を見直す動きも始まっています。
岡山および中国地域の魅力的な地域資源を活用し、地方ならではの「豊かで幸福（ウェルビーイング）

な働き方」を実現するための場やそれに関連するサービスを創出することができれば、健康経営の促進
のほか、地域における雇用促進や都市圏からの移住促進等による経済活性化を図ることができます。

株式会社イトーキでは、豊かで幸福な働き方につながる「健康経営オフィス」の普及に向けた活動を
行っています。同社の取り組み事例をベースに、プログラム参加者が持つ様々なアイデアやシーズを組

合わせることで、魅力的な働く場や働き方を実現するサービスの創出を目指します。

日 時

場 所

参加費

2020年1月30日（木）午後５時～８時30分（午後４時30分時開場）

Wonder Wall（ 岡山市北区駅前町1－8－18 ICOTNICOT２階）

無料 定 員 70名、先着順

プログラムの内容

第４回のテーマについて

対 象 岡山大学関係者（教職員・学生）、自治体関係者、中国地域企業、起業を考えている人、一
般地域住民ほか、テーマに関心のある方であれば、法人・個人を問わずどなたでも参加可能

です。

【プログラムにおける知的財産権の扱い及び事業化時の契約について】

今回のプログラムにおける事業アイデア（知的財産権）については、参加者全

員に帰属します。ただし、今後の事業化に際しては、関係者間で必要な契約等

を締結することを想定しています。

[ お問合せ先]
岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 特任准教授 志水
TEL/FAX：086－251－8612   E-mail：shimizu.takeshi@Okayama-u.ac.jp

お申込み先

下記ウェブフォーム（QRコード）よりお申込みください。
https://forms.gle/bH6qjkhFKvSQ18KLA

参加者

アイデア
テーマ

企業

事 業 化

※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。



開催回 開催日時 検討テーマ 共催企業
参加者数

※申込ベース
本学学生参加者
数（割合）

第１回 2019年10月15日 災害時における生活支援サービス 帝人（株） 32名 12名（37.5％）

第２回 2019年11月14日 女性の美と健康、運動の習慣化に向けたスポーツビジネス ロート製薬（株） 32名 16名（50.0％）

第３回 2019年12月10日 食育普及に向けたサービス 大塚製薬（株） 70名 37名（52.8％）

第４回 2020年1月30日 ウェルビーイングを実現するワークプレイス関連サービス （株）イトーキ、福武財団 59名 28名（47.5％）

第５回 2020年2月21日 AIoTクラウドを利活用した生活／ヘルスケア関連サービス シャープ（株） 19名 10名（52.6％）

特別回 2020年5月16日 新型コロナの感染拡大に伴う課題の解決に向けたアイデアソン なし 93名 53名（56.9％）

特別回 2020年6月15日 スポーツを活用したまちづくり・地方創生 なし 55名 38名（69.0％）

第６回 2020年9月29日 ヘルスケア・ビッグデータを活用したサービス （株）JMDC 31名 25名（80.6％）

第７回 2020年10月21日 カラオケ・音楽による健康づくり（自治体向けサービス） （株）第一興商 36名 27名（75.0％）

第８回 2020年11月5日 将来住み替えを検討しているシニア層にとって魅力ある住環境サービス 積水ハウス（株） 34名 21名（61.7％）

第９回 2020年11月20日 ヘルスリテラシーの向上につながる健康教育サービス （株）ベネッセコーポレーション 36名 20名（55.5％）

第10回 2021年3月25日 新たな健康ポイントの仕組みの普及促進につながるアイデア グルーヴァース（株） 19名 １名（5.2％）

第11回 2021年4月19日 働き盛り世代のための認知機能チェックサービスの普及に向けた取り組み （株）ミレニア 48名 11名（22.9％）

第12回 2021年6月28日 認知症予防や早期発見につながる取り組みの普及に向けて （株）リコー 32名 4名（12.5％）

第13回 2021年7月19日
多様なニーズに対応するヘルスケアサービス・プラットフォームの構築に向けた
アイデア

日本電気（株） 25名 7名（28.0％）

第14回 2021年10月28日
自治体のヘルスケア・アプリの高付加価値化や地域での普及につながるアイ
デア

神奈川県 21名 ２名（9.5％）

第15回 2021年11月26日
認知機能低下防止に向けた新聞社独自webサイトのコンテンツに関するア
イデア

西日本新聞 14名 10名（71.4％）

第16回 2021年12月9日 JR西日本のハード関連資源を活用した事業アイデア 西日本旅客鉄道 13名 ５名（38.5％）

第17回 2022年2月21日 JR西日本のソフト関連資源を活用した事業アイデア 西日本旅客鉄道 19名 3名（15.8％）

６．事業アイデア創出の取り組み内容②



【プログラムの次第】

①岡山リビングラボ説明、オリエンテーション（10分）

②共催企業によるテーマ説明（20分）

③グループごとのブレーンストーミング（20分）

④テーマに基づくビジネスアイデアの考え方説明（10分）

⑤グループごとのビジネスアイデア検討（60~90分）

⑥ビジネスアイデア発表、講評（30分）

➢ 各回、大手企業が提示する検討テーマについて、プログラム参加者全員（グループ
ごと）で事業アイデア／事業プランを検討

➢ グループごとに検討した事業アイデア／事業プランを発表し、大手企業からの評価
を受ける。

６．事業アイデア創出の取り組み内容③



➢ ヘルスケア／生活関連サービス分野での新規事業創出を図るため、事業アイデアや事業計
画をブラッシュアップする「ヘルスケアビジネス・メンタリングデイ」をオンライン形式で開催

➢ メンターは、ヘルスケア関連分野のビジネスについて知見を有する本学教員、外部の有識者
等が担当

➢ 対象者はヘルスケア／生活関連サービス分野での起業を検討している学生や社会人、事業
会社における新規事業開発の担当者等

７．メンターによる事業化支援の取り組み内容



８．岡山リビングラボの参加によるメリット

参加主体 参加メリット

企業
（ベンチャー・ス
タートアップ含
む）

◆イノベーション創出に向けた連携先となる技術、サービス・商品、
企業、人材等の探索（「知の探索」）、ネットワーク化

◆自社シーズ、サービス・商品等の外部評価
◆自社シーズ、サービス・商品等を利活用した新たな事業アイデ

ア創出
◆イノベーティブな企業であることの対外発信

大学等
研究機関

◆イノベーション創出に向けた連携先となる技術、サービス・商品、
企業、人材等の探索、ネットワーク化

◆研究シーズの外部評価
◆研究シーズを活用した新たな事業アイデア創出

自治体 ◆地域課題解決に向けた連携先となる技術、サービス・商品、
企業、人材等の探索、ネットワーク化

個人（事業主、
起業予備軍、
地域住民）

◆地域課題解決や事業アイデアの具現化に向けた連携先とな
る技術、サービス・商品、企業、人材等の探索、ネットワーク化

◆自身の事業アイデア等に対する外部評価
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